
市民共同おひさまプロジェクト2号機！

キックオフシンポジウ厶

今始まる
太陽エネルギーの時代!

川崎フロンターレ・麻生クラブハウスに

太陽熱温水器を設置しよう！

第1部　基調講演

　「家庭の省エネの視点で
　　　太陽熱温水器の意義と可能性について」　　　>>
　　講師：山川文子(やまかわあやこ)さん
　　　　　　　　著書に「暮らしの省エネ事典」、監修に「でんき、つけっぱなし！　むだな

　　　　　　　　でんきチェックたい！(エコ育絵本)」があり、テレビ出演、講演会など多数。

第2部　パネルディスカッション
　　パネラー：ソーラーシステム振興協会　吉広孝行さん
　　　　　　　東京都環境局都市地球環境部　永井信幸さん
　　　　　　　東京ガス(株)川崎支店　山部典昭さん
　　　　　　　山川文子さん
　　コーディネータ：竹村英明さん　かわさき市民共同おひさまプロジェクト

日　時：2010年6月16日(水)
　　　　　　　開場18:00
　　　　　　　開演18:30̃20:30

会　場：麻生市民館大会議室

参加費：無料（どなたでも参加できます）
連絡先：NPO法人アクト川崎　☎044-422-7343　メールact.kawasaki@gmail.com
　　　　　　〒211-0004　川崎市中原区新丸子東3-1100-12　
　　　　　　　　　　　　>>かわさき市民活動センター内ブース2レターケース13

　　主　催：かわさき市民共同おひさまプロジェクト
　　　　　　(NPO法人アクト川崎・かわさき地球温暖化対策推進協議会)

　　　後　援：川崎市、
　　　　　　　麻生区自然エネルギー活用促進事業実行委員会、麻生区町会連合会、
　　　　　　　川崎フロンターレ麻生アシストクラブ、川崎フロンターレ中原アシストクラブ、
　　　　　　　川崎市新エネルギー振興協会、川崎市地域女性連絡協議会、川崎信用金庫、
　　　　　　　CCかわさきエコ会議、「しんゆり・芸術のまちづくり」フォーラム、

　　　　　　　NPO法人川崎フューチャーネットワーク、NPO法人ぐらす・かわさき、
　　　　　　　サンネイチャークラブ、MAKE>the>RULE川崎　　

　　　※2号機の設置に関しては、川崎フロンターレ等関係者のご了解のもとに推進しております。

● ●



◆太陽の恵みを活用しよう　

　大昔の生物が地中に埋もれ、長い年月を経て作られた石炭、

石油、天然ガス（化石燃料）は限りがあります。しかし、毎日

照っている太陽のエネルギーは無限で、これを活用する限り、

私たちは生き続けることができます。

「市民共同おひさまプロジェクト」は、太陽エネルギーを直接

毎日の生活に活用して化石燃料の消費を控えCO2の排出を抑え

る地球温暖化防止対策の普及を目指した活動をしています。

《太陽光》の利用については、その良さを理解して頂き、多く

の市民と共同で、2008年夏に太陽光発電所を設置しました。今

回は《太陽熱》を利用してお湯を沸かすことにしました。

　太陽熱温水器は、太陽のエネルギーの約半分を利用できる優

れものだからです。また家庭で使うエネルギーの約30％がお湯

のためですから、これからは《太陽熱温水器》を使わない手は

ありません。にもかかわらず、日本ではヨーロッパに比べると

普及は遅れていて、早急にすすめるべき課題となっているから

です。

講師紹介：山川文子さん　
　エナジーコンシャス代表（http://www.ene-con.com/）

　上智大学理工学部卒業。平成21年9月まで財団法人省エネル

ギーセンターに勤務。国際部で発展途上国への省エネルギー協

力に携わり、また各国の省エネルギー事情を視察。その後は企

画広報部長として、家庭向けの省エネルギー広報、セミナー、

イベントなど広報事業の企画・実施、新聞・雑誌等マスコミの

取材対応などで活躍した。テレビ出演、講演会多数。2008年消

費生活アドバイザー。「暮らしの家庭省エネ事典」（発行：工

業調査会、不動産協会賞受賞）にも執筆している。

会場のご案内　麻生市民館大会議室
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お問い合わせ：NPO法人アクト川崎
　☎　　044-422-7343
メール　act.kawasaki@gmail.com
http://homepage3.nifty.com/act-k/

〒215-0004
川崎市麻生区万福寺1-5-2
　☎044-951-1300
・新百合ヶ丘駅北口より徒歩約5分
・駐車場はありませんので、公共の
　交通機関をご利用ください。
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このシンポジウムは、平成22年度東京ガス環境おうえん基金の助成を受けて開催されます




